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1 は し が き

飼料の切替時期が成育に及ぼす影響について,前報)で

は 1～ 4週齢切替の間に大きな差はなく,経済性ではむし

ろ 2週齢切替がややよかった。また前報かでは 3週齢切替

がよい発育を示し,経済性でも通常の 4週齢切替よりも有

意にすぐれたことから,価格の高い前期用飼料を 4週齢ま

で給与する必要はなく飼料切替時期は 3週齢とするのが適

切であると報告してきたが,鶏種を一銘柄だけ用いた結果

であったので,今回は発育の異なると思われる三銘柄を用

いて飼料切替時期を 3週齢,4週齢にしぼって検討した。

2方   法

(1)試験期間

昭和58年 5月 10日～ 7月 12日 63日間 (9週齢 )

●)試験区分及び供試羽数

表 1 試験区分及び供試羽数

3週齢以降は 3ル ックスとした。

フクチネーションその他の管理 ま当場の慣行法に従った。

3 結果及び考察

(1)育 成率

育成率は表 2に示したとおりで,9週齢時まで各銘柄と
も同じように推移し,どの銘柄も飼料切替時期による影響

はみられず 3週齢切替の平均が962%,4週齢切替の平均
が963%と ほぼ同じ値であった。前報 1,つ でも切替時期に

よる差はみられなかったことから,育成率には飼料切替時

期の影響はないものと考えられる。

●)発育体重

各週齢の平均体重を表 3に示した。餌付時体重で鶏種間

に有意差がみられB>C>A銘柄の』贋であったが , 9週齢
時には順位が入れ替りA>B>C銘柄の順となり,Aと B,
Bと Cの rBDにそれぞれ有意差が認められた。銘柄として大

型 ,中型 ,小型のものを用いたことになり,銘柄によって

発斉体重は異なった力洞料切替時期については 3週齢切替 ,

4週齢切替で差がなく,銘柄 X切替時期の交互作用につい

ても差が認められなかったことから,銘柄によって飼料切

替時期に対する反応の違いはないものと考えられる。

注 1)市販プロイラー専用種 3銘柄を供試した。
2)雄・雄混飼とした。

0)給与飼料と管理

給与飼料は前報
1,2)の
試験と同じ市販配合飼料で栄養水

準は前期用CP22% ME3.000kcal(ク ランブル),後

期 休薬用CP18% ME3.150kcal(ペ レット)の もの
を用いた。

供用鶏舎は開放平飼鶏合を使用し,傘型ガスブルーダー

により給温した。

3週齢時点で部屋を半分に仕切り,一方を 3週齢切替区

もう一方を 4週齢切替区とした。

光線管理は終夜点灯とし,餌付時より徐々に照度を下げ

飼 料給与 期 間

前期用  後期用  休薬用
(週齢)(週 齢)(週 齢 )
1～ 3   4～ 8    9
1～ 4  5-8    ″
1～ 3  4-8    ″
1～ 4  5-8   ″
1～ 3  4-3   ″
1～ 4   5～ 8    ″

表2育 成 率 (%)

3W 4W 5W 6W 7W 8W ,W

98 0  98 0  ,7 1

98 2  98 0  97 7

982  97'  974

98 1  97 9  975

982  98 1  97 5

968  963  962

97 4  96 5  96 3

97 0  96 8  962

97 1  96 5  96 2

97 1  966  96 3

表 3 発育体重 (夕 )

餌付 3W 4W SW 6W 7W 8W ,W

415  611

45 0  632

43 8  595

953 1,370 1,798 2,2362,6233,013a

l,017 1,431 1,8512,257 2,6342,948b

,36 1 301 1 728 2,1262,4802,813c

613   9681,3541,7832,2112,5852,919

612   969 1,381 1,801 2,2022,5732,930
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に)飼料摂取量

表 4に 0週齢から各週齢までの飼料摂取量を累計で示し

た。銘柄についてはC銘柄が低く推移しており, 9週齢時

までの累計でA,3ょ りも約400夕 少なく摂取 し,それが
発育に影響しているものと考えられる。飼料切替時期につ

表4 飼料摂取量 (夕 )

表 5 飼料要求率 (%)

表 6経 済 性

注 計算基礎
飼料単価 前期用90円 /1夕 後期用82円 /核

休業用80円 /″
生体取引単価 253円 /核
素ヒナ単価   96円/羽
粗 収 益 =売上げ―(飼料費+ヒ +費 )

壺発数一部纂蓑譜論×Ⅷ
収益指数 =

いては各週ほぼ同じ値で,飼料切替時期の影響はみられな

かった。

●)飼料要求率

飼料要求率については表 5に示した。銘柄間では有意差

はないものの,B銘柄がやや高い数値で,A,C銘 柄はほ
ぼ1司 じ劉直であった。飼料切替時期については,3,4週
齢切替ほぼ同じ値で推移しており,飼料切替時期の影響は

みられなかった。

お)経済性

経済性については表 6の とおりで粗収益 ,生産指数 ,収

益指数で検討したが,いずれの項目についても有意差はみ

られなかった。したがって,どの銘柄を用いた場合でも飼

脚 期は3週齢,4週齢とも同じであると考えられる。

4  ヨ暑

3鶏種を用いて飼料切替時期を 3週齢時と4週齢時にし

ぼって検討した結果次のとおりであった。

育成率には飼料切替時期の影響はみられなかった。

発育体重については銘柄によって差がみられたが,体重

の異なるどの銘柄を用いた場合でも飼料切替時期の影響は

みられなかった。

飼料摂取量では銘柄による差はみられたが飼料切替時期

による影響はみられなかった。

飼料要求率 ,経済性では飼料切替時期による影響は認め

られなかった。

したがって 3回の試験結果を総合すると,価格の高い前

lJI用飼料を 4週齢まで給与する必要はなく,飼料の切替時

期は3週齢とすること力涯済的に神 )であると考えられる。
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約

3W  4W  SW  6W  7W  8W  ,W

2,252

2,378

4,217

4,341

5,269

5,337

1,473 2,277 3,204

1,453 2,264 3,178

4,202 5,202 6,269

4,187 5,190 6,245

3W 4W 5W 6W 7W 8W ,W

1 49  1 59

1 50  1 58

1 48  1 57

1 70  1 82

1 72  1 84

174 182

1 92  2 04  2 13

1 96  2 06  2 17

1 93  2 05  2 12

1 74  1 84

1 69  1 81

3週切替
4週切替
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